




































































































































































































































































































































































































































































































































































分 析 | している、 A氏と接すること・令しているものの過度ではなくリー今いに踏み込みたいと恩って
カ吋布く、脅威を抱いている。 ラックスし苦痛を感じていない。 いる。
A氏の考えていることが分から 112. 15. 18.24. A氏が大切にしてい 115. 18. 27. A氏の不安という思いに
2.共感 |ず、共感ではなく巻き込まれてい|る物が壊れてしまった辛さを理解|共感しようとしている。
→患者の思いに沿う |る。 1しようとし、解決策を一緒に考え 124.A氏の言葉を反復することで
|ている。 1私に伝わっていることを伝える。
A氏の思いを理解する前に頭 A氏の辛さに巻き込まれること 不安という感情に共感して
の中で考え過ぎて辛そうな なく、共感し改善出来るように いるが、 A氏の辛そうな表情





























分 析 |ていない0 ・今いるが、思いと異なったことを・今が、なるべく率直に思いが伝
言うこともある。 わるようにしている。
[看護者の自己概念] 1 12. 15.30.33.沈黙を破ってはいけ 138.A氏からの訴えは聞かなけれ 129.A氏からの訴えは聞かなけれ







分 析 |いる。 A氏の辛さは自分が何・令という思いが見られる。 ・.感に反応している。
とかしなければならないと恩
っている。
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